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士幌町、交通事故死ゼロ1,000日達成 十勝管内3位

１位⇒足寄町1,285日 2位⇒中札内村1,195日

◆スリップ事故防止のポイント◆

○対向車とすれ違うときや、カーブの手前では、早めにスピードダウン！

○直前での強いブレーキは、スリップの危険！

○車間距離は長めにとって、運転に余裕を！

○無理な追越しは、絶対にしない！

・市街地、交差点付近の凍結路面で追突、衝突

・慣れにより、路面のすべりやすさを忘れてスリップ

・交差点付近は、雪山で見通しも悪くなり、出合い頭の衝突や歩行者との事故が多く発生

バック時は 降りて確認 乗っても確認

追突、玉突き事故事故を防ぐ

交差点手前で止まる時は車１台分のスペースを空けて止まる

交差点 「右左確認／よ～し！」

◆左折時は、死角を認識し、安全確認

◆右折時は、対向車だけでなく、横断歩行者にも注意

赤信号交差点、停止寸前の車両に追突事故注意

信号交差点、左折時、歩行者をはねる

「横断歩道付近の安全確認が不足していた」

［２０１５／ ２／１１ １４：３５ ］

１０日午後７時半ごろ、鹿児島県の県道で横断歩道の近くを歩いて渡っていた７２歳の男性

と、交差点を左折してきたパトカーが衝突した。男性は、ひじなどに軽いケガをした。警察に

よると、現場は信号機のある見通しのいい交差点で、パトカーを運転していた５５歳の男性巡

査長は、「横断歩道付近の安全確認が不足していた」と話しているという。副署長は、「被害に

遭われた方にお詫び申し上げる。再発防止について指導を徹底する」とコメントしている。

深夜、横断歩道のない道路、横断中

トラックにはねられ重体

３０１５／０２／１１

１１日午前０時４０分ごろ熊本県の国道で中型トラックが道路を渡ろうとしていた会社員の

男性をはねました。男性は重体です。中型トラックを運転していた会社員の男性は会社に戻る

途中だったということです。現場は横断歩道のない片側１車線の直線道路。

信号ない交差点、出合い頭に衝突、7人重軽傷

２０１５年２月１０日（火）１１時４８分

８日午後９時４５分ごろ、福島県の県道で、大工の男性（３４）の軽乗用車と、会社員の男性（４２

）の乗用車が衝突した。軽自動車の男性は肩の骨を折り重傷。同乗していた妻（３２）が両脚の

骨を折る重傷、子ども４人は軽傷を負った。乗用車の男性も腰の骨を折り重傷。警察によると

、現場は信号機のない十字路交差点。軽乗用車と乗用車が出合い頭に衝突した。乗用車の側に

一時停止規制があった。軽乗用車が定員を超えていなかったかも調べる。

大型トラックが追突、乗用車の男性死亡

２０１５年２月１０日（火）２３時３０分

１０日午後７時２５分ごろ、福岡県の九州自動車道で、大型トラックが乗用車に追突した。

乗用車を運転していた男性が頭を強く打つなど病院に運ばれたが間もなく死亡が確認された。


